
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】チップや中央処理装置等の発熱源の放熱をより

有効にする複合式放熱装置を提供する。

【解決手段】放熱装置には、二つの放熱器１０，４０が

設置され、二つの放熱器上には、それぞれ、ファン２０

，５０が設置され、二つの放熱器の間には、ヒートパイ

プ３０によって、接続され、これにより、２重放熱器と

２重ファンの設計ができ、放熱効率が、有効に向上され

て、よりよい冷却効果を有する複合式放熱装置が実現で

きる。

【選択図】図３
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 放 熱 器 と 、
　 当 該 第 １ の 放 熱 器 上 に 設 置 さ れ る 、 第 １ の フ ァ ン と 、
　 第 １ 端 と 第 ２ 端 が あ り 、 第 １ 端 が 、 当 該 第 １ の 放 熱 器 に 接 続 さ れ る 、 少 な く と も 一 つ の
ヒ ー ト パ イ プ と 、
　 当 該 ヒ ー ト パ イ プ の 第 ２ 端 に 接 続 さ れ る 、 第 ２ の 放 熱 器 と
　 当 該 第 ２ の 放 熱 器 上 に 設 置 さ れ る 、 第 ２ の フ ァ ン と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 複 合 式 放 熱 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
当 該 第 １ の 放 熱 器 に は 、 少 な く と も 一 つ の ス ル ー ホ ー ル が 設 け ら れ 、 当 該 ヒ ー ト パ イ プ の
第 １ 端 は 、 当 該 第 １ の 放 熱 器 の ス ル ー ホ ー ル 中 に 収 納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 複 合 式 放 熱 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
当 該 第 １ の フ ァ ン は 、 第 １ の 固 定 装 置 に よ っ て 、 当 該 第 １ の 放 熱 器 上 に 固 定 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 複 合 式 放 熱 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
当 該 ヒ ー ト パ イ プ の 第 １ 端 は 、 は ん だ 付 け で 、 当 該 第 １ の 放 熱 器 に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 複 合 式 放 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
当 該 ヒ ー ト パ イ プ の 第 ２ 端 は 、 は ん だ 付 け で 、 当 該 第 ２ の 放 熱 器 に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 複 合 式 放 熱 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
当 該 第 ２ の フ ァ ン は 、 第 ２ の 固 定 装 置 に よ っ て 、 当 該 第 ２ の 放 熱 器 上 に 固 定 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 複 合 式 放 熱 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
当 該 第 ２ の フ ァ ン は 、 四 隅 に 、 そ れ ぞ れ 、 固 定 穴 が 設 け ら れ 、 当 該 第 ２ の 固 定 装 置 は 、 治
具 で あ り 、 当 該 第 ２ の 固 定 装 置 の 両 端 は 、 そ れ ぞ れ 、 当 該 固 定 穴 中 に 接 続 さ れ 、 当 該 第 ２
の 固 定 装 置 は 、 当 該 第 ２ の 放 熱 器 の 外 縁 に 係 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 複
合 式 放 熱 装 置 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 複 合 式 放 熱 装 置 に 関 し 、 特 に 、 ２ 重 放 熱 器 と ２ 重 フ ァ ン の 設 計 で 、 チ ッ プ や
中 央 処 理 装 置 等 の 発 熱 源 に 対 し て 、 放 熱 効 率 が 、 有 効 に 向 上 さ れ て 、 よ り よ い 冷 却 効 果 が
実 現 で き る 放 熱 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ 産 業 の 激 し い 発 展 に 伴 い 、 チ ッ プ や 中 央 処 理 装 置 （ Ｃ Ｐ Ｕ ） 等 の 発 熱 源 の
実 行 速 度 も 速 く な り 、 そ れ に 対 し て 、 発 熱 源 の 発 熱 量 も 高 く な り 、 ま た 、 発 熱 源 が 発 す る
熱 を 、 外 部 へ 排 出 し て 、 発 熱 源 が 、 許 容 温 度 に お い て 、 正 常 に 稼 動 す る た め 、 通 常 、 比 較
的 に 広 い 面 積 を 有 す る 放 熱 器 を 、 発 熱 源 の 放 熱 表 面 に 取 り 付 け る こ と に よ っ て 、 よ り 有 効
に 放 熱 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 放 熱 器 で あ り 、 放 熱 器 ８ ０ は 、 複 数 の フ ィ ン ８ １ か ら な り 、 フ ィ ン ８ １
は 、 銅 や ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 導 熱 性 の 優 れ た 金 属 材 料 で 製 造 さ れ 、 フ ィ ン ８ １ は 、 薄 片 状 で
、 比 較 的 に 大 き い 放 熱 面 積 が あ る 。 放 熱 器 ８ ０ の 底 部 を 、 チ ッ プ や 中 央 処 理 装 置 等 の 発 熱
源 の 表 面 上 に 置 く こ と に よ り 、 当 該 発 熱 源 の 熱 は 、 フ ィ ン ８ １ へ 伝 導 さ れ て 、 よ り 有 効 的
に 散 ら さ れ る 。 ま た 、 フ ァ ン ９ ０ は 、 放 熱 器 ８ ０ 上 に 設 置 さ れ 、 冷 却 空 気 を 導 入 し て 、 放
熱 器 ８ ０ に 吹 き 当 た り 、 こ れ に よ り 、 放 熱 器 ８ ０ 上 に 伝 導 さ れ た 熱 エ ネ ル ギ ー を 、 外 部 へ
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排 出 し て 、 当 該 発 熱 源 の 温 度 を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 上 記 の 従 来 の 放 熱 器 は 、 上 方 だ け に 一 つ の フ ァ ン が 設 け ら れ る た め 、 放 熱 効
率 が よ く な く 、 チ ッ プ や 中 央 処 理 装 置 等 の 発 熱 源 の 発 熱 効 率 が 高 く な る と 、 十 分 に 放 熱 で
き な い た め 、 過 熱 状 況 下 で ワ ー ク す る こ と が 発 生 す る 。 ま た 、 上 記 の 放 熱 器 は 、 一 つ だ け
の 発 熱 源 （ 例 え ば 中 央 処 理 装 置 ） に 対 し て 、 提 供 で き る 効 果 が 放 熱 効 果 し か な く 、 マ ザ ー
ボ ー ド 上 の 他 の 発 熱 源 （ 例 え ば 、 ノ ー ス ブ リ ッ ジ や サ ウ ス ブ リ ッ ジ 、 MOS或 い は RAM等 ） の
放 熱 は 、 シ ス テ ム フ ァ ン に よ ら な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の 説 明 に よ り 、 上 記 の 従 来 の 放 熱 装 置 は 、 実 際 使 用 時 、 不 便 で 、 か つ 欠 陥 が あ り 、
改 善 し な け れ ば な ら な い も の で あ る と 分 か る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の た め 、 本 考 案 者 は 、 上 記 の 欠 陥 が 改 善 で き る と 思 い 、 理 論 に 合 わ せ て 慎 重 に 研 究 を
重 ね 、 設 計 が 合 理 的 で 、 か つ 有 効 に 上 記 の 欠 陥 を 改 善 で き る 本 考 案 を 提 案 し た 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 主 な 目 的 は 、 ２ 重 放 熱 器 と ２ 重 フ ァ ン と を 有 し 、 発 熱 源 の 発 熱 効 率 が 高 く な る
時 、 有 効 に 、 十 分 に 放 熱 で き な い た め の 過 熱 状 況 下 で ワ ー ク す る こ と を 防 止 し 、 ま た 、 さ
ら に 他 の 放 熱 器 と フ ァ ン を 増 設 し て 、 シ ス テ ム の 全 体 温 度 を 低 減 し 、 マ ザ ー ボ ー ド 上 に あ
る 他 の 発 熱 源 に 対 し て 、 放 熱 の 効 果 を 提 供 す る 、 複 合 式 放 熱 装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 考 案 は 、 第 １ の 放 熱 器 と 、 当 該 第 １ の 放 熱 器 上 に 設 置 さ
れ る 第 １ の フ ァ ン と 、 第 １ 端 と 第 ２ 端 を 有 し 、 第 １ 端 が 当 該 第 １ の 放 熱 器 に 接 続 さ れ る 少
な く と も 一 つ の ヒ ー ト パ イ プ と 、 当 該 ヒ ー ト パ イ プ の 第 ２ 端 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 放 熱 器 と
、 当 該 第 ２ の 放 熱 器 上 に 設 置 さ れ る 第 ２ の フ ァ ン と が あ る 、 複 合 式 放 熱 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 に 係 る 解 決 手 段 を 更 に 具 体 的 に 説 明 す る と 、 次 の 通 り に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ の 放 熱 器 と 、
　 当 該 第 １ の 放 熱 器 上 に 設 置 さ れ る 、 第 １ の フ ァ ン と 、
　 第 １ 端 と 第 ２ 端 が あ り 、 第 １ 端 が 、 当 該 第 １ の 放 熱 器 に 接 続 さ れ る 、 少 な く と も 一 つ の
ヒ ー ト パ イ プ と 、
　 当 該 ヒ ー ト パ イ プ の 第 ２ 端 に 接 続 さ れ る 、 第 ２ の 放 熱 器 と
　 当 該 第 ２ の 放 熱 器 上 に 設 置 さ れ る 、 第 ２ の フ ァ ン と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 複 合 式 放 熱 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 第 １ の 放 熱 器 に は 、 少 な く と も 一 つ の ス ル ー ホ ー ル が 設 け ら れ 、 当 該 ヒ ー ト パ イ プ
の 第 １ 端 は 、 上 記 第 １ の 放 熱 器 の ス ル ー ホ ー ル 中 に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 第 １ の フ ァ ン は 、 第 １ の 固 定 装 置 に よ っ て 、 当 該 第 １ の 放 熱 器 上 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 ヒ ー ト パ イ プ の 第 １ 端 は 、 は ん だ 付 け で 、 当 該 第 １ の 放 熱 器 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 ヒ ー ト パ イ プ の 第 ２ 端 は 、 は ん だ 付 け で 、 当 該 第 ２ の 放 熱 器 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 第 ２ の フ ァ ン は 、 第 ２ の 固 定 装 置 に よ っ て 、 当 該 第 ２ の 放 熱 器 上 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 第 ２ の フ ァ ン は 、 四 隅 に 、 そ れ ぞ れ 、 固 定 穴 が 設 け ら れ 、 当 該 第 ２ の 固 定 装 置 は 、
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治 具 で あ り 、 上 記 第 ２ の 固 定 装 置 の 両 端 は 、 そ れ ぞ れ 、 上 記 固 定 穴 中 に 接 続 さ れ 、 上 記 第
２ の 固 定 装 置 は 、 当 該 第 ２ の 放 熱 器 の 外 縁 に 係 合 さ れ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 来 の 放 熱 器 は 、 十 分 に 放 熱 で き な い た め 、 過 熱 状 況 下 で ワ ー ク す る こ と が 発 生 す る こ
と か ら 、 本 考 案 に よ れ ば 、 発 熱 源 の 発 熱 効 率 が 高 く な る 時 、 有 効 に 、 十 分 に 放 熱 で き な い
た め の 過 熱 状 況 下 で ワ ー ク す る こ と が 防 止 で き る 。 ま た 、 本 考 案 の 複 合 式 放 熱 装 置 は 、 シ
ス テ ム の 全 体 温 度 が 低 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 考 案 に 係 わ る 詳 し い 説 明 や 図 式 を 参 照 す れ ば 、 本 考 案 の 特 徴 と 技 術 内 容 が 良 く 分 か る
が 、 図 式 は 、 参 照 や 説 明 す る た め の も の だ け で 、 本 考 案 は 、 そ れ に よ り 制 限 さ れ る も の で
は な い 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ を 参 照 し な が ら 、 本 考 案 は 、 第 １ の 放 熱 器 １ ０ と 、 第 １ の フ ァ ン ２ ０
と 、 少 な く と も 一 つ の ヒ ー ト パ イ プ ３ ０ と 、 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ と 、 第 ２ の フ ァ ン ５ ０ と が
あ る 複 合 式 放 熱 装 置 を 提 供 し 、 そ の 中 、 第 １ の 放 熱 器 １ ０ は 、 複 数 の 第 １ の フ ィ ン １ １ と
基 部 １ ２ か ら な り 、 第 １ の フ ィ ン １ １ と 基 部 １ ２ は 、 銅 や ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 導 熱 性 の 優 れ
た 金 属 材 料 で 製 造 さ れ 、 第 １ の フ ィ ン １ １ は 、 薄 片 状 で 、 比 較 的 に 大 き い 放 熱 面 積 が あ る
。 第 １ の フ ィ ン １ １ 下 端 は 、 一 体 成 形 で 基 部 １ ２ に 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 、 第 １ の フ ィ ン
１ １ と 基 部 １ ２ と が 、 完 全 な 放 熱 器 １ ０ を 構 成 し 、 ま た 、 第 １ の フ ィ ン １ １ の 間 に は 、 適
当 な 隙 間 が あ り 、 こ れ に よ り 、 空 気 が 流 れ る 経 路 が 構 成 さ れ る 。 第 １ の 放 熱 器 １ ０ の 基 部
１ ２ の 底 部 に は 、 さ ら に 、 導 熱 板 １ ３ が 接 続 さ れ る こ と が で き 、 導 熱 板 １ ３ は 、 銅 や ア ル
ミ ニ ウ ム 等 の 導 熱 性 の 優 れ た 金 属 材 料 で 製 造 さ れ 、 中 央 処 理 装 置 等 の 発 熱 源 上 に 置 か れ る
。 ま た 、 第 １ の 放 熱 器 １ ０ の 基 部 １ ２ に は 、 少 な く と も 一 つ の 第 １ の ス ル ー ホ ー ル １ ４ が
設 け ら れ 、 第 １ の ス ル ー ホ ー ル １ ４ は 、 ヒ ー ト パ イ プ ３ ０ を 収 納 す る こ と に 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ の フ ァ ン ２ ０ は 、 第 １ の 放 熱 器 １ ０ の 第 １ の フ ィ ン １ １ の 上 方 に 設 置 さ れ 、 第 １ の
フ ァ ン ２ ０ は 、 軸 流 フ ァ ン や 他 の 形 式 の フ ァ ン で あ り 、 第 １ の フ ァ ン ２ ０ は 、 四 隅 に 、 そ
れ ぞ れ 、 第 １ の 固 定 穴 ２ １ が 設 け ら れ 、 ネ ジ 等 の 第 １ の 固 定 装 置 ２ ２ で 、 第 １ の 固 定 穴 ２
１ を 貫 通 し て 、 第 １ の 放 熱 器 １ ０ の 第 １ の フ ィ ン １ １ 上 に 螺 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ヒ ー ト パ イ プ ３ ０ は 、 所 定 な 長 さ を 有 し 、 実 際 に 応 じ て 、 適 当 に 湾 曲 し 、 実 施 例 に お い
て は 、 ヒ ー ト パ イ プ ３ ０ が 二 つ あ り 、 ヒ ー ト パ イ プ ３ ０ は 、 第 １ 端 ３ １ と 第 ２ 端 ３ ２ が あ
り 、 ヒ ー ト パ イ プ ３ ０ の 第 １ 端 ３ １ は 、 第 １ の 放 熱 器 １ ０ の 基 部 １ ２ の 第 １ の ス ル ー ホ ー
ル １ ４ 中 に 収 納 さ れ 、 ま た 、 ヒ ー ト パ イ プ ３ ０ の 第 １ 端 ３ １ も 、 は ん だ 付 け に よ り 、 第 １
の 放 熱 器 １ ０ に 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 、 ヒ ー ト パ イ プ ３ ０ の 第 １ 端 ３ １ は 、 第 １ の 放 熱 器
１ ０ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ は 、 複 数 の 第 ２ の フ ィ ン ４ １ か ら な り 、 第 ２ の フ ィ ン ４ １ は 、 銅 や ア
ル ミ ニ ウ ム 等 の 導 熱 性 の 優 れ た 金 属 材 料 で 製 造 さ れ 、 第 ２ の フ ィ ン ４ １ は 、 薄 片 状 で 、 比
較 的 に 大 き い 放 熱 面 積 が あ り 、 ま た 、 第 ２ の フ ィ ン ４ １ の 間 に は 、 適 当 な 隙 間 が あ り 、 こ
れ に よ り 、 空 気 が 流 れ る 経 路 が 構 成 さ れ る 。 第 ２ の フ ィ ン ４ １ 上 に は 、 そ れ ぞ れ 、 ヒ ー ト
パ イ プ ３ ０ の 第 ２ 端 ３ ２ に 対 応 す る 第 ２ の ス ル ー ホ ー ル ４ ２ が 設 け ら れ 、 ヒ ー ト パ イ プ ３
０ の 第 ２ 端 ３ ２ は 、 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ の 第 ２ の フ ィ ン ４ １ の 第 ２ の ス ル ー ホ ー ル ４ ２ 中 に
貫 設 さ れ 、 ま た 、 ヒ ー ト パ イ プ ３ ０ の 第 ２ 端 ３ ２ も 、 は ん だ 付 け で 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ に 接
続 さ れ 、 こ れ に よ り 、 ヒ ー ト パ イ プ ３ ０ の 第 ２ 端 ３ ２ は 、 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ に 固 定 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ２ の フ ァ ン ５ ０ は 、 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ の 第 ２ の フ ィ ン ４ １ の 一 側 に 設 置 さ れ 、 第 ２ の
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フ ァ ン ５ ０ は 、 軸 流 フ ァ ン や 他 の 形 式 の フ ァ ン で あ り 、 第 ２ の フ ァ ン ５ ０ は 、 四 隅 に 、 そ
れ ぞ れ 、 第 ２ の 固 定 穴 ５ １ が 設 け ら れ 、 第 ２ の 固 定 穴 ５ １ 中 に は 、 第 ２ の 固 定 装 置 ５ ２ が
設 置 さ れ 、 第 ２ の 固 定 装 置 ５ ２ は 、 「 冂 」 型 の 治 具 で あ り 、 ま た 、 第 ２ の 固 定 装 置 ５ ２ の
両 端 に は 、 そ れ ぞ れ 、 比 較 的 な 固 定 端 ５ ３ が 形 成 さ れ 、 固 定 端 ５ ３ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 ２ の
固 定 穴 ５ １ の 中 に 係 合 さ れ 、 こ れ に よ り 、 第 ２ の 固 定 装 置 ５ ２ が 第 ２ の フ ァ ン ５ ０ に 接 続
さ れ 、 ま た 、 第 ２ の 固 定 装 置 ５ ２ は 、 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ の 第 ２ の フ ィ ン ４ １ の 外 縁 に 係 合
さ れ 、 こ れ に よ り 、 第 ２ の フ ァ ン ５ ０ は 、 二 第 ２ の 固 定 装 置 ５ ２ に よ っ て 、 第 ２ の 放 熱 器
４ ０ の 第 ２ の フ ィ ン ４ １ 上 に 固 定 さ れ 、 上 記 の 構 成 に よ り 、 本 考 案 に 係 わ る 放 熱 装 置 が 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ と 図 ６ を 参 照 し な が ら 、 本 考 案 の 第 １ の 放 熱 器 １ ０ は 、 底 部 に あ る 導 熱 板 １ ３ に よ
り 、 発 熱 源 ６ ０ の 放 熱 表 面 上 に 置 か れ 、 こ れ に よ り 、 発 熱 源 ６ ０ の 熱 は 、 第 １ の 放 熱 器 １
０ の 第 １ の フ ィ ン １ １ 上 へ 伝 導 さ れ 、 こ れ に よ り 、 発 熱 源 ６ ０ の 放 熱 効 率 は 、 更 に 有 効 に
な り 、 ま た 、 第 １ の 放 熱 器 １ ０ 上 に 設 置 さ れ た 第 １ の フ ァ ン ２ ０ に よ り 、 冷 却 空 気 が 導 入
さ れ 、 第 １ の 放 熱 器 １ ０ に 吹 き 当 た り 、 こ れ に よ り 、 第 １ の 放 熱 器 １ ０ 上 に 伝 導 さ れ た 熱
は 、 外 部 へ 排 出 さ れ 、 発 熱 源 ６ ０ が 発 生 す る 熱 を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ の 放 熱 器 １ ０ に は 、 更 に 、 ヒ ー ト パ イ プ ３ ０ に よ り 、 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ と 第 ２ の フ
ァ ン ５ ０ が 接 続 さ れ る た め 、 ヒ ー ト パ イ プ ３ ０ に よ り 、 第 １ の 放 熱 器 １ ０ と 発 熱 源 ６ ０ の
熱 は 、 素 早 く 均 一 的 に 、 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ へ ガ イ ド さ れ 、 ま た 、 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ 上 に 設
置 さ れ た 第 ２ の フ ァ ン ５ ０ に よ り 、 冷 却 空 気 が 導 入 さ れ 、 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ に 吹 き 当 た り
、 こ れ に よ り 、 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ 上 に 伝 導 さ れ た 熱 は 、 外 部 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 考 案 に お い て は 、 第 ２ の 放 熱 器 ４ ０ と 第 ２ の フ ァ ン ５ ０ と が 増 設 さ れ る た め 、 チ ッ プ
や 中 央 処 理 装 置 等 の 発 熱 源 ６ ０ の 発 熱 効 率 が 高 く な る 時 、 有 効 に 、 十 分 に 放 熱 で き な い た
め の 過 熱 状 況 下 で ワ ー ク す る こ と を 防 止 す る 。 ま た 、 本 考 案 に お い て は 、 第 ２ の 放 熱 器 ４
０ と 第 ２ の フ ァ ン ５ ０ と を 増 設 す る こ と も 、 マ ザ ー ボ ー ド 上 の 他 の 発 熱 源 （ 例 え ば 、 ノ ー
ス ブ リ ッ ジ や サ ウ ス ブ リ ッ ジ 、 MOS或 い は RAM等 ） に 、 放 熱 の 効 果 を 提 供 し 、 こ れ に よ り 、
コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 内 の 放 熱 効 率 が 向 上 さ れ 、 よ り よ い 冷 却 効 果 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 考 案 は 、 従 来 の 放 熱 器 に お い て 、 放 熱 効 率 が よ く な い こ と 、 発 熱 源 の
発 熱 効 率 が 高 く な る 時 、 十 分 に 放 熱 で き な い た め の 過 熱 状 況 下 で ワ ー ク す る こ と 、 マ ザ ー
ボ ー ド 上 に あ る 他 の 発 熱 源 に 放 熱 の 効 果 を 提 供 で き ず 、 一 つ の 発 熱 源 だ け に 放 熱 の 効 果 を
提 供 で き る こ と 、 と い う 問 題 を 解 決 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 従 来 の 放 熱 装 置 の 立 体 図
【 図 ２ 】 本 考 案 の 複 合 式 放 熱 装 置 の 立 体 分 解 図
【 図 ３ 】 本 考 案 の 複 合 式 放 熱 装 置 の 立 体 図
【 図 ４ 】 本 考 案 の 複 合 式 放 熱 装 置 を 他 の 角 度 か ら 見 る 立 体 図
【 図 ５ 】 本 考 案 の 複 合 式 放 熱 装 置 の 側 面 図
【 図 ６ 】 本 考 案 の 複 合 式 放 熱 装 置 の 使 用 状 態 概 念 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ０ 　 第 １ の 放 熱 器
１ １ 　 第 １ の フ ィ ン
１ ２ 　 基 部
１ ３ 　 導 熱 板
１ ４ 　 第 １ の ス ル ー ホ ー ル
２ ０ 　 第 １ の フ ァ ン
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２ １ 　 第 １ の 固 定 穴
２ ２ 　 第 １ の 固 定 装 置
３ ０ 　 ヒ ー ト パ イ プ
３ １ 　 第 １ 端
３ ２ 　 第 ２ 端
４ ０ 　 第 ２ の 放 熱 器
４ １ 　 第 ２ の フ ィ ン
４ ２ 　 第 ２ の ス ル ー ホ ー ル
５ ０ 　 第 ２ の フ ァ ン
５ １ 　 第 ２ の 固 定 穴
５ ２ 　 第 ２ の 固 定 装 置
５ ３ 　 固 定 端
６ ０ 　 発 熱 源
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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